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十
月
二
十
九
日
、
雲
仙
市
の
県
南
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
七

年
度
長
崎
県
和
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
島
地
区
は

三
井
楽
町
の
山
下
正
人
さ
ん
の
あ
い
か
号
が
優
等
賞
（
一
席
）、

同
じ
く
三
井
楽
町
の
萩
里
健
児
さ
ん
の
ふ
く
た
ろ
う
号
が
優
等

賞
（
三
席
）
と
な
る
な
ど
、
管
内
出
品
十
二
頭
が
優
秀
な
成
績

を
収
め
、
団
体
で
は
準
優
勝
し
ま
し
た
。

県
下
四
地
区
（
五
島
・
県
南
・
県
北
・
壱
岐
）
か
ら
四
十
五

頭
の
出
品
、
五
島
地
区
か
ら
は
九
月
二
十
九
日
の
代
表
牛
選
考

会
に
て
選
ば
れ
た
十
二
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
日
に
行
わ
れ
た
反
省
慰
労
会
に
お
い
て
、
当
Ｊ
Ａ

橋
詰
覺
組
合
長
は
出
品
者
・
応
援
者
・
関
係
機
関
へ
の
謝
意
を

述
べ
た
後
に
「
団
体
優
勝
は
逃
し
た
が
、
一
区
か
ら
四
区
ま
で

五
島
牛
の
名
声
を
上
げ
る
よ
う
な
牛
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
。
二
年
後
に
宮
城
県
で
行
わ
れ
る
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
、
農
家
・
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
Ｊ
Ａ
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

す準優勝
への決意新たに

平
成
二
十
七
年
度

長
崎
県
和
牛
共
進
会

優等賞（1席） あいか号（右）
優等賞（3席） ふくたろう号（左）

優等賞（1席） あいか号

左からともえ号、はまこ号、はまゆう号 審査中のゆうき号
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【1区 若雌の1】 平成26年5月30日～8月29日生まれ

【2区 若雌の2】 平成26年3月1日～5月29日生まれ

【3区 繁殖雌牛群】 1産以上 3頭1組

【4区 高等登録群】14ヶ月以上 3頭1組

五島牛の存在感示
全共宮城大会

五島地区代表牛成績表

曽 祖 父

安 平

糸 秀

安 平

母 の 父

平 茂 晴

安 平

勝 忠 平

父 牛

金 太 郎 3

金 太 郎 3

平 茂 晴

名 号

と も え

は ま ゆ う

は ま こ

氏 名

木 場 兵 次

濵 出 寛 治

出 口 弘 美

地 区

山 内

本 山

福 江

成 績

一 等 賞

一 等 賞

一 等 賞

曽 祖 父

平 茂 勝

平 茂 勝

安 平

母 の 父

百 合 茂

安 福 久

勝 忠 平

父 牛

平 茂 晴

金 太 郎 3

平 茂 晴

名 号

あ い か

ふくたろう

ゆ う き

氏 名

山 下 正 人

萩 里 健 児

野 口 兼 幸

地 区

三井楽

三井楽

崎 山

成 績

優等賞（1席）

優等賞（3席）

一 等 賞

曽 祖 父

福 之 国

金 幸

安 平

母 の 父

百 合 茂

安 糸 福

平 茂 勝

父 牛

平 茂 晴

平 茂 晴

平 茂 晴

名 号

み よ こ

あ い こ

ま つ ひ ら

氏 名

平 康 明

平 康 明

山 下 松 則

地 区

富 江

富 江

福 江

成 績

一 等 賞

曽 祖 父

北国7の8

平 茂 勝

平 茂 勝

母 の 父

平 茂 勝

金 幸

金 幸

父 牛

金 幸

安 福 久

安 福 久

名 号

つ ば き

第3つばき

第4つばき

氏 名

葛 岡 栄

葛 岡 直 也

葛 岡 栄

地 区

三井楽

三井楽

三井楽

成 績

一 等 賞

左から第4つばき号、第3つばき号、つばき号奥からまつひら号、あいこ号、みよこ号
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佐
藤
清
吾
さ
ん
は
、
義
父
の
博
さ
ん
と
奥
様
の

清
美
さ
ん
ら
と
と
も
に
母
豚
七
十
五
頭
、
子
豚
約

九
〇
〇
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

新
天
地
で
の
大
き
な
一
歩

清
吾
さ
ん
は
長
崎
県
西
彼
杵
郡
時
津
町
の
出
身

で
、
結
婚
を
機
に
奥
様
の
地
元
で
あ
る
五
島
へ
。

二
年
ほ
ど
運
送
会
社
に
勤
務
し
た
後
に
就
農
、
そ

れ
が
十
年
前
と
の
こ
と
。
就
農
に
つ
い
て
は
養
豚

農
家
で
あ
る
博
さ
ん
が
当
時
廃
業
を
考
え
て
お
り
、

『
ど
う
す
る
、
や
っ
て
み
な
い
か
』
と
勧
め
ら
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
清
吾
さ
ん
は
「（
養
豚
に

つ
い
て
）
何
も
知
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
考
え
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

衛
生
管
理
は
し
っ
か
り
と

「
衛
生
管
理
に
は
気
を
付
け
て
い
る
。
去
年
Ｐ

Ｅ
Ｄ
（
豚
流
行
性
下
痢
）
が
流
行
っ
て
か
ら
は
特

に
厳
し
く
管
理
し
て
い
る
」
と
話
す
清
吾
さ
ん
。

日
々
の
作
業
で
は
清
掃
に
最
も
時
間
を
割
く
そ
う

で
す
。

今
回
の
取
材
に
際
し
て
も
豚
舎
に
は
関
係
者
以

外
立
ち
入
り
禁
止
と
い
う
こ
と
で
、
清
美
さ
ん
に

撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

清
吾
さ
ん
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

合
意
に
よ
り
、
国
産
豚
肉
の
値
段
が
下
が
っ
て
い

く
だ
ろ
う
か
ら
、
状
況
を
見
つ
つ
、
当
面
（
生
産

規
模
）
は
現
状
維
持
」
と
話
し
、
時
代
の
波
を
如

何
に
し
て
乗
り
切
る
か
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
表

情
か
ら
見
て
取
り
ま
し
た
。

就
農
か
ら
十
年
「
ま
だ
ま
だ
一
人
前
と
は
言
え

な
い
か
な
」と
語
る
清
吾
さ
ん
。高
い
理
想
を
持
っ

て
仕
事
を
な
さ
っ
て
い
る
の
だ
な
と
勝
手
な
想
像

を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
は
『
取
材
対
象
』
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

撮
影
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者 NO．67

あ
れ
か
ら
十
年
、
未
だ
道
半
ば

五
島
市
三
井
楽
町

さ
と
う

せ
い
ご

佐
藤

清
吾
さ
ん（
44
）
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当
Ｊ
Ａ
は
十
一

月
十
三
日
、
十
四

日
の
両
日
、
五
島

家
畜
市
場
で
平
成

二
十
七
年
十
一
月

期
せ
り
市
を
開
催
。

一
八
四
戸
の
畜
産

農
家
が
子
牛
五
四

九
頭
、
成
牛
三
十

四
頭
、
計
五
八
三

頭
の
黒
毛
和
種
を

上
場
し
ま
し
た
。

子
牛
五
四
九
頭
の
平
均
取
引

価
格
は
六
十
九
万
九
〇
九
八

円
（
前
回
比
四
・
〇
％
高
）、

成
牛
三
十
四
頭
の
平
均
取
引

価
格
は
四
十
七
万
一
九
九
二

円
（
前
回
比
二
十
三
・
二
％

高
）
と
な
り
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
同
Ｊ
Ａ
の

橋
詰
覺
組
合
長
は
「
高
値
取

引
が
続
き
、
生
産
者
の
意
欲

も
高
ま
っ
て
い
る
。
今
後
も

購
買
者
・
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
が

一
体
と
な
っ
て
五
島
の
市
場
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産
部

担
当
者
は
「
初
日
に
は
多
少
の
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
た
が
、
二
日
目
は
粒
ぞ
ろ
い
。

初
日
と
二
日
目
は
平
均
体
重
で
四
キ
ロ
、

平
均
価
格
で
は
一
万
二
三
四
七
円
の
差
。

適
正
体
重
で
の
出
荷
が
い
か
に
重
要
か
わ

か
る
結
果
と
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し

た
。
ま
た
「
相
場
高
の
今
が
母
牛
の
更
新

時
期
。
子
だ
し
の
悪
い
母
牛
、
老
廃
牛
は
更
新
す
る
よ
う
生

産
者
へ
呼
び
掛
け
て
い
く
」
と
今
後
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
平
成
二
十
七
年
作
ニ
ン
ニ

ク
の
巡
回
指
導
を
管
内
各
地
の
圃
場
で

実
施
し
ま
し
た
。
十
一
月
四
日
に
新
上

五
島
町
の
九
カ
所
、
翌
五
日
に
は
五
島

市
の
十
カ
所
を
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
や
関

係
機
関
担
当
者
が
巡
り
、
生
育
状
況
の

確
認
と
今
後
の
管
理
に
つ
い
て
指
導
を

行
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
作
ニ
ン
ニ
ク
は
管
内

二
十
七
戸
の
農
家
で
七
十
八
㌃
を
作
付

け
。
新
上
五
島
町
で
の
栽
培
は
二
年
目

で
、
昨
年
四
戸
か
ら
今
年
は
十
七
戸
と

増
え
、
十
三
戸
が
初
め
て
の
作
付
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
栽
培
と
な

る
農
家
は
「（
自
ら
の
圃
場
の
）
出
来

は
ど
う
で
す
か
？
」「
他
の
農
家
の
生

育
状
況
は
？
」
と
担
当
者
へ
質
問
し
不

安
を
解
消
し
た
様
子
で
し
た
。

巡
回
指
導
を
行
っ
た
営
農
担
当
者
は
「
生
育
に
バ

ラ
つ
き
は
あ
る
も
の

の
、
発
芽
良
好
で
概

ね
順
調
。
今
後
の
病

害
虫
防
除
な
ど
の
管

理
に
つ
い
て
指
導
を

徹
底
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
十
二
月

に
も
巡
回
指
導
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
十
日
、
Ｊ
Ａ
本

店
集
荷
所
に
て
荷
受
け
基
準
の
平
準

化
を
図
る
た
め
に
ゆ
で
カ
ン
コ
ロ
の

目
揃
会
を
開
催
。
同
Ｊ
Ａ
職
員
十
二
名
が
参
加
し

た
目
揃
会
で
は
ゆ
で
カ
ン
コ
ロ
の
乾
燥
具
合
・
色

目
な
ど
荷
受
け
基
準
を
確
認
し
ま
し
た
。

ゆ
で
カ
ン
コ
ロ
は
農
家
が
ス
ラ
イ
ス
し
て
茹
で

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
乾
燥
さ
せ
た
後
、
Ｊ
Ａ
が
引
き

取
り
、
加
工
業
者
へ
販
売
し
て
い
ま
す
。
販
売
ま

で
一
年
以
上
Ｊ
Ａ
の
施
設
で
貯
蔵
さ
れ
る
も
の
も

あ
る
た
め
、
農
家
か
ら
荷
受
す
る
際
の
検
査
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
目
揃
会
を
過
去
数
年
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
荷
受
け

時
の
検
査
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
長
期
に
わ

た
る
貯
蔵
期
間
を
考
慮
し
、
全
袋
検
査
す
る
こ
と

で
品
質
向
上
に
努
め
た
い
」
と
改
善
に
向
け
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

生生育育確確認認、、概概ねね順順調調
―平成27年作ニンニク巡回指導―

高値取引、またも前回上回る
―平成27年11月期せり市―

数数年年ぶぶりり開開催催
―ゆでカンコロ目揃会―

前回比
（％）
104．2
102．8
104．0

平均体重
（㎏）
258
282
272

㎏単価
（円）
2，416
2，682
2，573

平均価格
（円）
624，277
755，513
699，098

最高価格
（円）
856，440
970，920
970，920

落札価格
（円）

136，416，000
218，959，000
355，375，000

売却
（頭）
236
313
549

性別
メス
去勢
合計 今回も高値取引となったせり市

ゆでカンコロを触って
確認する職員

平成27年11月せり市成績表（子牛）

生育状況の確認と指導
（新上五島町曽根郷にて）
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当
Ｊ
Ａ

び
わ
部
会

は
十
七
日
、

同
部
会
員

十
二
名
の

圃
場
十
四

箇
所
を
巡

り
、生
育
・

管
理
状
況

を
確
認
す
る
現
地
検
討
会
を
実
施
。
部
会

員
や
関
係
機
関
な
ど
お
よ
そ
二
十
名
が
参

加
し
た
検
討
会
で
は
、
県
普
及
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
指
導
や
生
産
者
同
士
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
検
討
会
は
毎
年
恒
例
で
、
収
穫
ま

で
生
育
段
階
に
応
じ
て
五
回
ほ
ど
実
施
さ
れ
ま
す
。
同

部
会
は
定
期
的
に
現
地
検
討
会
を
行
う
こ
と
で
、
生
産

者
の
栽
培
技
術
向
上
を
図
り
、
五
島
産
ビ
ワ
の
産
地
確

立
に
つ
な
げ
た
い
考
え
。

検
討
会
を
終
え
、
同
Ｊ
Ａ
の
営
農
担
当
者
は
「
栽
培

指
導
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
他
の
生
産
者
の
圃
場
を
見
る

こ
と
で
生
産
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
検
討
会

を
受
け
て
よ
り
良
い
ビ
ワ
の
生
産
に
つ
な
げ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
高
菜
部
会
は
十

一
月
六
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に

て
平
成
二
十
七
年
度
産
タ

カ
ナ
出
荷
会
議
を
行
い
ま

し
た
。
十
五
年
度
産
タ
カ

ナ
は
七
十
九
戸
（
前
年
度

八
十
六
戸
）
で
八
五
〇
〇

㌃
（
前
年
度
八
四
七
八

㌃
）
を
作
付
け
、
三
八
二

五
㌧
（
前
年
度
三
五
四
九

㌧
）
の
出
荷
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

収
穫
し
た
タ
カ
ナ
は
Ｊ

Ａ
が
買
い
取
り
、
一
次
加

工
後
、
漬
物
業
者
に
販
売

さ
れ
ま
す
。
会
に
出
席
し

た
同
部
会
役
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
、
関
係
機

関
な
ど
お
よ
そ
三
十
名
は
今
年
度
産
タ

カ
ナ
の
生
産
計
画
と
出
荷
規
格
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
反
省
か
ら
Ｊ

Ａ
買
い
取
り
時
の
出
荷
規
格
や
収
穫
・

搬
入
時
の
注
意
事
項
が
、
い
く
つ
か
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
適
切
な
栽
培

管
理
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
出
荷
規
格
等

の
さ
ら
な
る
厳
格
化
に
努
め
る
こ
と
で

高
品
質
な
タ
カ
ナ
を
多
く
出
荷
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
本
山

支
部
は
十
一
月
十
日
、

五
島
市
立
本
山
小
学
校

の
二
年
生
二
十
五
名
と

と
も
に
同
校
近
く
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

計
画
し
た
作
業
時
間
内
で
は
収
穫
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
豊
作
に
児

童
ら
は
大
喜
び
で
し
た
。

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
六
月
に
児
童
自
ら
が
植
え
た
も
の
。

児
童
ら
は
六
班
に
分
か
れ
、
同
部
部
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
サ

ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て
一
生
懸
命
に
運
ん
で

い
ま
し
た
。

収
穫
を
終
え
て
児
童
ら
は
口
々
に
「
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
あ
る
児
童
は
「
お
父
さ
ん
は
サ
ツ
マ
イ
モ
が
好
き
だ
か
ら

絶
対
に
喜
ぶ
」
と
嬉
し
そ
う
な
表
情
。
児
童
ら
が
収
穫
し
き
れ
な

か
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
部
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
収
穫
し
ま
し
た
。

生産力強化に向けた取組み
―ビワ現地検討会―

基準厳格化で良い品を
―平成27年度産タカナ出荷会議―

たくさん採れたよ
―本山小学校サツマイモ収穫―

生育状況を確認、指導がなされる

収穫に笑顔を
見せる児童

青年部の活動
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当
Ｊ
Ａ
は
十
月

三
十
一
日
、
Ｊ
Ａ

本
店
に
て
今
回
で

六
度
目
と
な
る

（
毎
年
開
催
）
ス

マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
共
済

事
業
の
窓
口
応
対
を
行
う
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
の
窓
口
対
応
力
強
化
並
び
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
図
り
、

組
合
員
・
利
用
者
の
顧
客
満
足
度
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

自
動
車
共
済
に
つ
い
て
業
務
上
想
定
さ
れ
る
場
面
を

課
題
と
し
て
設
定
。
出
場
し
た
十
一
名
は
一
人
ず
つ
緊

張
し
た
面
持
ち
で
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
者
と
な
っ
た
同
Ｊ
Ａ
若
松
支

店
の
野
坂
敏
行
職
員
は
「
競
技
中
は
終
始
緊
張
し
て
い

た
が
、
普
段
通
り
に
で
き
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

最
優
秀
者
の
野
坂
職
員
は
Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
県
大
会

へ
出
場
。
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
は
十
一
月
十
六
日
、
長
崎
県

警
察
と
連
携
し
て
自
転
車
交
通
安
全
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

五
島
市
立
福
江
中
学
校
に
は
同
校
の
生

徒
・
職
員
な
ど
五
〇
〇
名
以
上
が
参
加
、

ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
自
転
車
事
故
の

再
現
に
驚
き
の
声
が
あ
が
り
、
生
徒
た

ち
は
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
長
崎
県
内
各
地
の
中
学

校
・
高
校
に
て
平
成
二
十
一
年
度
よ
り

実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
十
五
回
目
。

冒
頭
で
同
Ｊ
Ａ
の
家
永
嘉
弘
常
務
は

「
今
回
の
教
室
を
通
じ
、
交
通
安
全
を

更
に
意
識
し
て
も
ら
い
、
自
転
車
の
交
通
事
故
が
減

少
す
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

教
室
を
終
え
て

生
徒
代
表
が
自
転

車
運
転
時
の
交
通

ル
ー
ル
遵
守
、
歩

行
中
の
安
全
確
認
、

交
通
安
全
に
向
け

周
囲
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
行
動
を

と
る
こ
と
を
誓
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年

部
富
江
支
部
は

十
一
月
二
十
日
、

五
島
市
立
盈
進

小
学
校
の
五
・

六
年
生
十
四
名

と
と
も
に
同
校

近
く
の
畑
で
ソ
バ
の
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
収
量
と
し
て
は
例
年
を
大
き
く
下
回
る

出
来
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
は
ソ
バ
を
刈
り
取
り
、
叩

い
て
実
を
収
穫
し
ま
す
が
、
今
回
は
刈
り
取
り
を
せ
ず

に
実
を
摘
み
取
っ
て
い
き
ま
し
た
。
児
童
ら
は
ソ
バ
の

実
を
見
つ
け
て
は
立
ち
止
ま
り
、
懸
命
に
収
穫
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
ず
、
作
業
途
中

に
降
り
出
し
た
雨
に
よ
り
作
業
終
了
。
残
り
は
後
日
、

児
童
ら
が
収
穫
し
ま
し
た
。

自自らら蒔蒔いいたたソソババをを収収穫穫
－盈進小学校ソバ収穫－

顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧顧客客客客客客客客客客客客満満満満満満満満満満満満足足足足足足足足足足足足度度度度度度度度度度度度向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上目目目目目目目目目目目目指指指指指指指指指指指指すすすすすすすすすすすす
－第6回 JAごとうスマイルサポーターロールプレイング大会－

交交通通安安全全をを誓誓うう
－JA 共済自転車交通安全教室－

最
優
秀
者
の

野
坂
職
員

スタントマンによる事故の再現
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予予予予予予予予予予予予予予予予約約約約約約約約約約約約約約約約受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付中中中中中中中中中中中中中中中中

Aコープ浦桑店だより

奈奈留留小小学学校校がが社社会会科科見見学学
11月25日、五島市立奈留小学校の5・6年生12名が JA本店と直売所にて社会科見学を行いました。
児童らは職員に「JAごとうで働いている人は何人ぐらいですか」「直売所の商品配置で気を付けて
いることはありますか」「なぜ直売所で販売する野菜や果物には、出荷者名が表示されているのです
か」など多くの質問をしていました。
社会科見学を終えた児童らに『五島ルビー』『サラダスナップ』をプレゼント。笑顔で受け取って
いました。

１９周年大誕生祭 開催
Aコープ浦桑店は10月29日から4日間、19周年大誕生祭を行いました。期間中は1万円分の商品
券などが当たるガラポン抽選や五島うどんの試食販売などがあり、たくさんのお客様で賑わいました。

おせちオードブル
刺身盛り合わせ
にぎり寿し
巻き・いなり寿し

お
正
月
用

予予約約受受付付中中
※Aコープ各店（上地区）にて受付しております。

ご予約は12月25日
までにお願い致します。
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新鮮食材で楽しくクッキング

根菜と豆入りのミネストローネ

ミネストローネとは具だくさんのスープという意味。体を温めてくれる根菜などの
野菜がたっぷり入り、ボリューム満点で消化も良いスープ。ゴボウは甘い香りがして
くるまで、じっくりと炒めるのがコツです。水分が足りなければ途中で水を加えてく
ださい。

材料（4人分） 1食当たり約197kcal
ニンニク…………………1片
タマネギ ………………1／2個
ゴボウ……………………50ｇ
ニンジン ………………1／2本
ジャガイモ………………2個
セロリ……………………1本
キャベツ ………………200ｇ

白インゲン豆の水煮缶…200ｇ
トマト水煮缶……………1缶
水 ……………2・1／2カップ
固形スープのもと………1個
オリーブ油…………大さじ1
塩……………………小さじ1

作り方
⑴ ニンニクは粗みじん切り。タマネギ、ゴボウ、ニンジン

は1～2㎝角、ジャガイモ、セロリ、キャベツは3㎝く
らいに切る。

⑵ 鍋にオリーブ油とニンニクを入れ弱火で炒める。ゴボウ
を加え甘い香りになるまでゆっくり炒め、タマネギ、ニ
ンジン、ジャガイモを加える。

⑶ 全体に火が通ったらセロリ、キャベツ、水、固形スープ
のもとを入れ15～20分、材料が軟らかくなったらトマト
水煮缶と塩を加える。

⑷ トマトの甘味が出てきたら豆の水煮を加え、5～6分煮
てから塩味を調える。

タルト・オ・ポンム

旬のリンゴは少量の塩だけで甘さを引き出せます。このコンフィチュールの上に、
フレッシュなリンゴを載せたリンゴ尽くしのタルト。コンフィチュールはたっぷり煮
た方がおいしく仕上がるので今回は3個煮ています。残った分は冷蔵庫で保存してパ
ンに塗ったり、ヨーグルトなどに添えてお召し上がりください。

材料（4人分） 1食当たり約270kcal
コンフィチュール
リンゴ…………………3個
塩 ………………小さじ1／4
シナモンパウダー……少々
レモン汁…………小さじ1

リンゴ……………………1個
レモン汁……………大さじ2
ブランデーかカルヴァドス酒…少々
バター……………………少々
グラニュー糖………小さじ1
冷凍パイシート…………1枚

作り方
⑴ コンフィチュールを作る。リンゴは皮をむき1～2㎝に

切る。厚手の鍋に入れ塩を振り、混ぜ合わせ20分ほど置
く。水分が出てきたらふたをし、弱火で煮る。10分ほど
で水分が増えるのでかき混ぜ、しんなりしたらスプーン
で粗くつぶし、シナモンを加えて火を止め、レモン汁を
混ぜる。

⑵ パイシートは5～10分室温で戻しラップ2枚で挟み、タ
ルト型より一回り大きく延ばす。タルト型にバターを塗
りパイシートを敷く。フォークで数カ所穴を開けて冷蔵
庫で30分休ませる。

⑶ 上を覆うリンゴは半分に切り、スプーンで種と芯を除き
皮をむく。2～3㎜厚さに切りレモン汁と酒を振ってお
く。

⑷ 180～200度に予熱したオーブンで⑶にクッキングシート
を敷き、スプーンなど重しを載せ、15～20分空焼きする。

⑸ ⑷に⑴を敷き詰め、その上に⑶のリンゴを並べ、数カ所
にバターを置き、全体にグラニュー糖を振り掛ける。180
～200度のオーブンで30～40分、焼き色を付ける。型か
ら外し、冷まして切り分ける。

料料理理研研究究家家
波波多多野野充充子子
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当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
十
一

月
六
日
、
五
島
市
中
央
公
園
多

目
的
広
場
に
て
第
十
三
回
年
金

友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
い
ま
し
た
。
大
会
に
は

最
高
齢
九
十
六
歳
の
藤
田
次
平

さ
ん
を
筆
頭
に
二
七
三
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
冒
頭
で
同
Ｊ
Ａ
の
家
永

嘉
弘
常
務
は
「
盛
大
に
開
催
で

き
嬉
し
く
思
う
。�
ま
だ
ま
だ

若
い
人
に
は
負
け
な

い
�
と
い
う
元
気
な

姿
を
見
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。

大
会
は
個
人
戦
で
一
ラ
ウ
ン

ド
八
ホ
ー
ル
を
三
ラ
ウ
ン
ド
、

合
計
二
十
四
ホ
ー
ル
を
回
り
合

計
打
数
で
競
い
ま
し
た
。
優
勝

し
た
川
端
ヲ
キ
エ
さ

ん
は
合
計
四
十
八
打

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
三

回
で
し
た
。
順
位
は

次
の
通
り
。

▽
優

勝

＝

川
端
ヲ
キ
エ
さ
ん

▽
準
優
勝

＝

由
利
久
義
さ
ん

▽
第
三
位

＝

宮
田
久
俊
さ
ん

お
せ
ち
料
理
に
込
め
た
願
い

シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
●
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
準
備
で
大
忙
し

の
年
末
。「
お
せ
ち
料
理
」
の
仕
込
み

も
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。「
お
せ
ち
」

は
「
お
節
」
と
書
き
、
平
安
時
代
に
中

国
か
ら
伝
来
し
た
五
節
句
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
古
く
は
季
節
の
変
わ
り
目
で

あ
る
五
つ
の
節
句
ご
と
に
神
前
に
供
え
、

五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
や
家
内
安

全
、
子
孫
繁
栄
な
ど
を
お
祈
り
し
て
い

ま
し
た
が
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
風
習

も
変
化
し
、
お
せ
ち
料
理
と
し
て
盛
大

に
お
も
て
な
し
を
す
る
の
は
一
月
の
節

句
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
で
も
そ
こ
に
込
め
る
願

い
は
同
じ
。
良
い
年
に
な
る
よ
う
に
と

縁
起
を
担
い
で
自
然
の
恵
み
を
華
や
か

に
盛
り
合
わ
せ
ま
す
。
そ
の
中
に
は
海

の
幸
、
山
の
幸
と
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が

存
在
し
ま
す
が
、
特
に
季
節
の
野
菜
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
実
は
使
わ
れ
る
野
菜

は
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

レ
ン
コ
ン
は
穴
が
空
い
て
い
て
先
の

見
通
し
が
良
く
な
る
よ
う
に
。
ゴ
ボ
ウ

は
細
長
い
根
が
深
く
地
中
に
根
差
す
こ

と
か
ら
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
。
サ
ト
イ
モ
は
親
芋
・
子
芋
・
孫
芋

と
育
つ
の
で
子
孫
繁
栄
を
願
っ
て
煮
物

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
な
ま
す
の
ダ
イ

コ
ン
は
大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
る

こ
と
か
ら
土
台
の
強
さ
が
繁
栄
を
表
す

ほ
か
、
純
白
は
清
ら
か
さ
を
。
さ
ら
に

ニ
ン
ジ
ン
と
の
色
合
わ
せ
で
縁
起
の
良

さ
を
表
現
。
ク
ワ
イ
は
芽
が
出
る
こ
と

か
ら
「
め
で
た
い
」、
黒
豆
は
マ
メ
に

働
き
マ
メ
（
健
康
）
で
暮
ら
せ
ま
す
よ

う
に
、
栗
き
ん
と
ん
の
栗
は
輝
く
黄
金

色
か
ら
財
宝
に
例
え
ら
れ
、
豊
か
な
一

年
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
国
花
で
あ
り
長

寿
を
表
す
菊
の
形
に
飾
り
切
り
し
た
菊

花
か
ぶ
は
旬
の
カ
ブ
を
使
用
、
お
多
福

豆
は
お
多
福
に
似
た
形
の
ソ
ラ
マ
メ
の

甘
煮
で
、
多
く
の
福
を
招
く
と
し
て
祝

い
膳
に
登
場
し
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
「
お
せ
ち
料
理
」
の
歴

史
や
意
味
を
知
っ
て
味
わ
う
こ
と
。
そ

れ
は
私
た
ち
に
い
っ
そ
う
大
き
な
感
動

や
お
い
し
さ
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。

最高齢は96歳
第13回
年金友の会
グラウンド
ゴルフ大会

ベ
ジ
フ
ル
歳
時
記

競技中の藤田次平さん（中央）

宮田さん 川端さん 由利さん

ごとう 10



年末年始の営業について

1
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過

と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
十
月

末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五

島
が
う
ま
い
」
十
月
末
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
七
年

十
一
月
期
県
内
家
畜
市
場
市

況
に
つ
い
て

報
告
№
5

平
成
二
十
七
年

十
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ

い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
七
年

九
月
末
自
己
査
定
結
果
に
つ

い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
七
年

度
第
2
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践

状
況
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
七
年

度
第
2
四
半
期
相
談
苦
情
等

定
期
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
七
年

度
上
半
期
決
算
結
果
及
び
下

半
期
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
№
10

平
成
二
十
七
年

度
上
半
期
監
事
監
査
の
結
果

に
つ
い
て

報
告
№
11

第
十
五
回
Ｊ
Ａ

ご
と
う
農
業
ま
つ
り
開
催
要

領
に
つ
い
て

報
告
№
12

平
成
二
十
七
年

度
産
普
通
期
米
の
買
取
価
格

に
つ
い
て

報
告
№
13

平
成
二
十
七
年

度
産
水
稲
の
集
荷
量
及
び
検

査
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
14

平
成
二
十
七
年

度
子
会
社
の
上
半
期
決
算
結

果
及
び
下
半
期
見
込
み
に
つ

い
て

報
告
№
15

貸
付
金
の
実
行

に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

①
大
根
加
工

場
乾
燥
施
設
設
置
工
事
に
係

る
入
札
結
果
に
つ
い
て

2
議
案
事
項

議
案
№
1

余
裕
金
運
用
規

程
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

議
案
№
2

資
産
査
定
要
領

の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

議
案

そ
の
他

【下地区】
人工授精

平常業務
受付

午前9時まで
授精

午前9時～12時
受付

午前9時まで
授精

午前9時～12時
受付

午前9時まで
授精

午前9時～12時
受付

午前9時まで
授精

午前9時～12時

平常業務

直売所

午後5時まで営業
（農家レストラン休業）

休業

休業

午後5時まで営業
農家レストラン軽食のみ
（バイキング休止）

定休日

Aコープ店舗

午後5時まで営業

休業

平常業務

JAグリーン

午後5時まで
営業

給油所

午後3時まで
営業

SS本店は
午後5時迄

午後5時まで
営業

自動車
農機・LPG

休業

（LPGは当番対応）

休業

（LPGは当番対応）

ATM

本店のみ稼働
午前9時～
午後5時

休業

一般業務・
為替業務

休業

12月30日㈬

12月31日㈭

1月1日㈮

1月2日㈯

1月3日㈰

1月4日㈪

【上地区】
Aコープ店舗

平常業務

午後5時まで営業

初売り
午前10時～午後4時

休業

休業

平常業務

プロパン

休業
（当番対応）

休業

休業
（当番対応）

給油所

午後3時まで営業

午後5時まで営業

ATM

稼働
午前9時～午後5時

休業

一般業務・為替業務

休業

12月30日㈬

12月31日㈭

1月1日㈮

1月2日㈯

1月3日㈰

1月4日㈪

平
成
二
十
七
年
度
第
八
回
理
事
会

●
平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
㈫
開
催

ごとう11



編
集
後
記

コンテナ返却願います。
慢性的なコンテナ不足です。
使用後は返却。目的外の使用をしないで下さい。

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

今
月
中
旬
、
広
報
用
に
新
し

い
カ
メ
ラ
を
導
入
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
初
の
撮
影
対
象
は

盈
進
小
学
校
の
ソ
バ
収
穫
で
し

た
。
意
気
揚
々
と
現
地
に
赴
き
、

撮
影
開
始
。
以
前
と
比
べ
飛
躍

的
に
向
上
し
た
性
能
に
気
分
も

高
ま
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
誌

面
掲
載
の
通
り
降
り
出
し
た
雨

に
作
業
終
了
。
こ
れ
ま
で
意
識

し
た
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
す

が
、
も
し
か
し
て
雨
男
？
と
自

問
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
月
号
に
つ
い
て
は
広
報
誌

な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
記
事

の
印
象
が
薄
か
っ
た
の
で
、
次

回
の
新
年
号
は
十
一
月
末
開
催

の
農
業
ま
つ
り
を
軸
と
し
て
心

躍
る
広
報
誌
と
な
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

（
竹
山

幸
弘
）
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